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１
面
か
ら
の
つ
づ
き

支
部
長
　
鳥
巢
　
正
行

私
の
故
郷
柳
川
の
名
称
・

旧
跡
を
紹
介
し
ま
す
。

柳
川
城
跡　

立
花
城
と
も

呼
ば
れ
、
文
亀
年
間
に
柳
川
・

大
和
・
三
橋
地
方
の
豪
族
蒲

池
氏
が
蒲
池
城
の
支
城
と
し

て
築
城
、
そ
の
後
、
慶
長

六
年
に
城
主
と
な
っ
た
田
中

吉
政
や
立
花
宗
茂
が
五
重
の

天
守
閣
を
造
り
、
江
戸
時
代

を
通
じ
て
立
花
氏
の
居
城
と

な
っ
た
が
、
明
治
五
年
失
火

に
よ
っ
て
焼
失
、
現
在
で
は

ふる里自慢ふる里自慢

ふ
る
里
自
慢

ふ
る
里
自
慢

福
岡
県
福
岡
支
部

柳
川
中
学
校
の
一
角
に
小
高

い
丘
を
残
す
だ
け
で
、
石
垣

が
か
つ
て
の
姿
を
し
の
ば
せ

る
だ
け
で
あ
る
。

立
花
家
庭
園
（
お
花
）
立

花
家
の
庭
園
松
濤
園
は
元

禄
十
年
、
藩
主
立
花
監
虎
が

日
本
三
景
の
一
つ
で
あ
る

松
島
を
模
し
て
築
造
し
た
。

一
般
に｢

お
花｣

と
呼
ば
れ
、

広
い
庭
に
豊
富
な
水
と
岩
、

海
石
、
古
雅
な
数
百
本
の

松
を
配
し
た
名
園
で
あ
る
。

（
県
指
定
名
園
）
冬
季
に
は

数
百
羽
の
野
鴨
が
飛
来
し
、

一
層
の
風
情
を
そ
え
て
い

る
。
ま
た
、
邸
内
に
は
立
花

家
に
伝
わ
る
数
々
の
品
が

展
示
し
て
あ
り
、
吉
光
作
の

銘
刀
（
国
宝
）
や
長
光
作
の

剣
（
匡
指
定
重
要
文
化
財
）

な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。

白
秋
生
家　

柳
川
が
生
ん

だ
詩
人
北
原
白
秋
の
生
家

は
大
き
な
酒
造
家
で
あ
る
。

現
在
は
母
屋
だ
け
残
っ
て

い
る
が
古
風
な
土
蔵
造
り

の
建
築
様
式
は
貴
重
な
も

の
で
、
数
多
く
の
書
画
や

遺
品
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

（
県
指
定
史
跡
）
川
下
り　

水
郷
柳
川
を
象
徴
す
る
の

が
「
川
下
り
」
で
あ
る
。
高

畑
公
園
入
口
付
近
の
乗
船

場
三
ヵ
所
か
ら
北
原
白
秋

生
家
の
あ
る
沖
の
端
ま
で
、

ひ
し
・
連
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
ヒ

ヤ
シ
ン
ス
な
ど
の
あ
る
水

草
が
生
え
る
掘
割
を
一
時

間
三
十
分
、
船
頭
の
あ
ざ
や

か
な
竿
さ
ば
き
に
よ
る
ド

ン
コ
船
が
、
白
秋
の
詩
情
た

だ
よ
う
風
物
の
中
を
下
っ

て
い
る
。
三
柱
神
社　

立
花

宗
茂
と
夫
人
千
代
姫
、
父
君

戸
次
道
雪
が
神
子
を
授
け

ら
れ
た
の
を
機
に
文
政
九

年
、
藩
主
立
花
監
賢
が
三
神

を
祭
る
た
め
に
建
立
し
た
。

日
光
東
照
宮
の
陽
明
門
を

形
ど
っ
た
楼
門
、
安
芸
の
厳

新
会
員
名
簿
（
敬
称
略
）

（
網
走
支
部
）
門
馬
悳
彦
（
釧

根
支
部
）
白
浜
正
宣
、
田
中

郁
子
、
中
野
吉
次
（
遠
紋

地
区
支
部
）
阿
部
ゆ
り
子
、

五
十
嵐
瑞
穂
、
小
山
田
一

幸
、
渡
辺
勉
（
青
森
支
部
）

天
内
き
よ
ゑ
、
一
戸
朝
江
、

多
田
ヒ
サ
、
木
村
三
成
、
工

藤
正
子
、
工
藤
孝
史
、
佐
々

木
タ
マ
、
渡
邊
慶
隆
（
岩
手

県
宮
古
支
部
）
大
森
富
夫

（
宮
城
県
支
部
）
阿
部
澄
江
、

千
葉
初
子
、
渡
部
正
春
、
相

原
喜
内
、
金
井
恭
子
、
金
子

賢
司
、
武
田
英
明
、
中
埜

節
子
、
星
宏
子
、
松
浦
昭

夫
（
仙
台
支
部
）
大
川
満
千

子
、
那
須
正
行
（
栃
木
県
南

支
部
）
小
口
つ
ね
子
、
谷
田

貝
芳
子
、
入
江
悠
策
、
山
中

睦
夫
（
桐
生
支
部
）
岸
和
田

肇
（
群
馬
県
北
毛
支
部
）
新

井
良
光
、
小
田
橋
春
吉
、
金

井
久
治
、
斉
藤
益
生
、
佐
藤

浩
、
下
田
晶
子
、
南
雲
富
士

夫
、
根
井
秀
男
、
諸
田
孝
、

山
村
誠
（
千
葉
県
支
部
）
株

式
会
社
京
葉
美
装
（
大
田

区
支
部
）
石
垣
晴
子
（
渋

谷
支
部
）
中
村
寿
德
（
杉

並
区
）
平
方
成
治
（
北
区

支
部
）
小
川
孝
（
練
馬
支

部
）
木
下
直
江
、久
保
有
子
、

富
塚
眞
佐
子
（
葛
飾
支
部
）

■
訂
正
と
お
詫
び

九
月
号
の
ふ
る
さ
と

自
慢
で
群
馬
県
高
崎

支
部
の
文
中
で
二
段

目
の
五
行
目
以
下
に

百
衣
観
音
と
記
載
が

あ
り
ま
す
が
、
正
し
く

は
、
白
衣
観
音
で
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
し
た
事
を
深
く
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

善
行
金
章
を
受
賞
し
て

　
沖
縄
県
本
部
町

崎
濱
　
秀
進

こ
の
度
は
、
栄
誉
あ
る
特

別
善
行
金
章
を
賜
り
心
か

ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
の
活
動
の
始
ま
り
は
、

長
年
に
渡
り
小
中
学
校
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
と
し
て
の
活

動
か
ら
で
し
た
。
こ
の
頃
は

地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で

育
て
る
の
が
当
た
り
前
の

時
期
で
あ
り
、
地
域
の
協
力

者
も
多
く
役
員
と
し
て
も

や
り
や
す
い
環
境
で
あ
り
、

子
ど
も
会
の
事
や
問
題
が

起
き
る
と
学
校
や
地
域
で

話
し
合
い
を
持
ち
解
決
し

ま
し
た
。
そ
の
後
は
少
年
補

導
員
を
四
十
八
年
も
続
け

て
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
隊

長
を
務
め
、
沖
縄
県
で
開
催

さ
れ
た
海
洋
博
の
た
め
結

成
さ
れ
た
九
十
八
名
に
よ

る
海
洋
少
年
団
の
隊
長
を

務
め
、
子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ

あ
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
携
わ
っ
て
参
り
ま
し
た
。

現
在
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
が

立
派
な
社
会
人
と
な
り
善

行
の
心
を
忘
れ
ず
に
成
長

し
、
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見

て
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

今
後
も
地
域
の
青
少
年
健

全
育
成
と
明
る
い
街
づ
く

り
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま

す
。

多
く
の
出
逢
い
に
感
謝
！

　
岩
手
県
奥
州
市

及
川
　
弘
子

こ
の
度
、
特
別
善
行
銀
章

を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

善
行
会
の
会
員
と
し
て 

諸
先
輩
方
の
活
動
の
輪
に

入
り
三
十
余
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。

｢
子
ど
も
た
ち
の
手
で  

子
ど
も
会
運
営
を
さ
せ
た

い｣
こ
ん
な
思
い
で
私
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
始
ま
り
ま

し
た
。

地
域
で
何
が
出
来
る
の
だ

ろ
う
か
、
こ
ん
な
不
安
を
抱

え
、
先
ず
地
域
の
公
民
館
に

足
を
運
び
、
地
域
を
知
る
こ

と
で
自
分
の
や
る
べ
き
事

を
見
出
せ
ま
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ

役
員
、
育
成
会
へ
の
指
導
的

役
割
な
ど
、
仕
事
を
持
ち
、

し
か
も
隣
の
市
へ
の
通
勤
、

職
場
で
の
立
場
、
今
思
え
ば

何
も
か
も
新
鮮
で
、
楽
し
み

な
が
ら
出
来
た
活
動
で
し

た
。
現
在
も
地
域
の
集
会
所

の
運
営
に
携
わ
り
、
ま
た
、

党
支
部
の
事
務
局
等
皆
さ

ん
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
一

歩
一
歩
歩
ん
で
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
岩
手
県
南
支
部

の
髙
橋
支
部
長
に
は｢

銀
章

｣

推
薦
を
い
た
だ
き
感
謝
い

た
し
ま
す
。

そ
し
て
、
今
は
亡
き
主

人
に
善
行
会
へ
の
理
解
と

協
力
に
「
あ
り
が
と
う
」

と
・
・
・
。

會
田
勝
康
、
今
井
ル
ミ
子
、

岩
田
敦
子
、
清
水
孝
吉
、

田
牧
邦
江
（
西
東
京
支
部
）

近
藤
征
子
、
笹
川
義
夫
（
山

梨
県
甲
府
支
部
）
永
田
友

美
（
福
井
県
支
部
）
上
坂

弥
寿
子
（
静
岡
県
浜
松
支

部
）
二
橋
佐
知
、
藤
原
あ
か

ね
、
吉
川
桂
子
（
愛
知
県
支

部
）
鳥
越
進
、
渡
邊
み
づ
ゑ

（
愛
知
県
名
古
屋
支
部
）
伊

藤
由
美
、
坂
野
武
司
、
竹
内

良
子
、
土
屋
由
美
子
（
京
都

府
支
部
）
岡
本
幸
三
、
清
水

博
、
中
村
初
太
郎
、
藤
井
充

（
大
阪
府
吹
田
支
部
）
上
田

裕
行
、
中
澤
忍
、
中
山
安
信
、

松
森
一
夫
、
山
本
保
治
、
山

本
愼
治
（
兵
庫
県
支
部
）
井

上
仁
、
井
上
智
津
子
、
岩
本

博
幸
、
植
田
延
生
、
黒
田
泰

正
、
古
石
美
保
、
後
藤
田
万

亀
、
近
藤
和
子
、
近
藤
辰
子
、

佐
々
木
智
子
、
竹
内
健
二
、

辻
元
恵
子
、
花
神
和
美
、
平

石
榮
重
、
又
吉
健
二
、
的
埜

晃
大
、
山
本
泰
通
（
岡
山
支

部
）
佐
々
木
淳
邦
（
徳
島
県
）

土
井
秀
太
（
香
川
県
支
部
）

馬
場
信
子
、
渡
辺
正
則
（
福

岡
県
福
岡
支
部
）
羽
根
正

俊
、
池
田
さ
よ
子
（
福
岡
県

筑
後
支
部
）
推
窓
和
彦
、
長

瀬
憲
治
（
長
崎
県
佐
世
保
支

部
）
大
村
正
義
、
北
村
誠
吾

（
熊
本
県
宇
土
支
部
）
上
田

桂
子
（
沖
縄
県
支
部
）
知
念

範
紺

（
令
和
３
年
８
月
～
令
和
４

年
３
月
末
日
迄
入
会
者
）

令
和
四
年
度
特
別
善
行

表
彰
を
受
賞
し
て

　
岩
手
県
釜
石
市

川
村
金
次
郎

こ
の
度
、
令
和
四
年
度
特

別
善
行
表
彰
の
金
章
を
賜
り

身
に
余
る
光
栄
と
心
か
ら
厚

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
が
、
当
地
域
で
安
全
で

安
心
な
住
み
よ
い
地
域
づ

く
り
を
め
ざ
し
て
多
年
に

亘
り
、
交
通
安
全
諸
活
動
を

推
進
し
て
い
た
平
成
初
年

度
頃
と
地
域
の
交
通
状
況

等
が
大
き
く
変
わ
り
、
交

通
事
故
の
発
生
が
多
発
し

増
加
傾
向
に
進
展
し
つ
つ

あ
り
、
現
状
を｢

ゼ
ロ｣

に

す
る
対
策
と
し
て
高
齢
者

を
中
心
に
、
事
故
防
止
の
一

環
と
し
高
齢
者
宅
の
訪
問

活
動
を
す
る
事
を
企
画
し
、

小
・
中
学
校
の
協
力
を
得
て

交
通
安
全
事
故
防
止
の
交

通
安
全
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
作

成
、
児
童
生
徒
と
持
参
し
て

高
齢
者
宅
を
一
緒
に
訪
問

し
、｢

交
通
安
全
メ
ッ
セ
ー

ジ｣

を
読
み
、
手
渡
し
し
な

が
ら
事
故
防
止
の
呼
び
か

け
活
動
を
推
進
し
て
参
り

ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
や
高

齢
者
を
守
る
た
め
、
路
上
よ

り
東
日
本
震
災
復
興
工
事
車

両
（
大
型
ダ
ン
プ
）
等
に
も

「
安
全
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
手

渡
し
、
交
通
事
故
防
止
の
呼

び
か
け
活
動
を
推
進
し
て
参

り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
平
成
十
三
年

以
降
、
甲
子
地
域
で
の
交
通

事
故
に
よ
る
死
者
は｢
ゼ
ロ

｣

を
記
録
し
て
お
り
ま
す
。

小
中
学
校
生
を
含
む
地
域
住

民
や
関
係
者
が
心
一
つ
に
、

交
通
安
全
活
動
に
精
進
し
た

賜
物
と
存
じ
ま
す
。
今
後
も

健
康
に
留
意
し
て
交
通
安
全

啓
発
・
諸
活
動
に
善
行
精
神

を
持
っ
て
、
交
通
事
故
に
よ

る
死
者｢

ゼ
ロ｣

を
守
り
継

続
し
、
明
る
く
住
み
よ
い
地

域
社
会
作
り
に
、
健
康
で
あ

る
限
り
尽
力
し
て
参
り
ま

す
。令

和
四
年
度
の
善
行
金

章
を
賜
り
、
川
村
金
次
郎

（
九
十
三
歳
）
に
取
り
ま
し

て
、
生
涯
の
宝
物
と
し
て
大

切
に
い
た
し
ま
す
。

善
行
会
本
部
、
皆
さ
ま
の

ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ

お
礼
と
し
ま
す
。

島
を
模
し
た
回
廊
、
十
代
横

綱
雲
竜
久
吉
寄
進
の
御
影
石

の
灯
篭
な
ど
、
多
く
の
遺
物

が
残
っ
て
お
り
、
境
内
は
高

畑
公
園
と
し
て
、
市
民
の
憩

い
の
場
所
と
な
っ
て
い
る
。

銀

　
　章


